
施設で流行しやすい感染症について

～ インフルエンザ・コロナ ～

2025年10月3日 感染症研修
八尾徳洲会総合病院 山下あすか
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インフルエンザウイルス

インフルエンザ｜
大阪府感染症情報センター

より引用

インフルエンザ定点あたり患者数10年間の比較 2



インフルエンザウイルスとは

インフルエンザA型とB型とC型の違いは？症状から予防法まで徹底解説！│健達ねっと

特徴 インフルエンザA型 インフルエンザB型 インフルエンザC型

流行しやすや 高い 中程度 低い

重症化しやすさ 高い 低い 低い

変異の頻度 非常に高い 少ない 非常に少ない

主な感染対策 人間、鳥、豚など 主に人間 主に幼児、小児

動物への感染 あり ほとんどなし なし

ワクチンの有効性
亜型によっては
効果なし

有効とされ
効果安定

なし

再感染の可能性 あり あり 稀にあり
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症状

➢ 潜伏期間は曝露後1～4日
（中央値2日）

➢ 症状出現の前日から発症後、約5～7
日まで感染力がある

➢ 発熱、倦怠感、頭痛、乾性咳嗽、筋肉
痛、鼻炎、咽頭痛、嘔吐などの症状

➢ 高齢者や乳幼児では、発熱を伴わない
こともある

➢ 小児では消化器症状を伴いやすい

➢ 通常1週間以内に軽快

インフルエンザ（季節性）（seasonal influenza）｜症状からアプローチするインバウンド感染症への対応 - 感染症クイック・リファレンス｜日本感染症学会

-2日 -1日 1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日

発症
軽快

感染

潜伏期間

治療開始

《迅速検査》
⚫ 24時間以内は陽性に

なりにくい
⚫ 1-5日くらいで陽性

感染性期間

検査陽性
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新型コロナウイルス感染症

新型コロナウイルス感染症 2023年5月8日（第19週）～定点あたり患者数10年間の比較

新型コロナウイルス感染症 
2023年5月8日（第19週）～｜
大阪府感染症情報センター

より引用
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コロナウイルス感染症

➢潜伏期間は1～7日
（中央値2～3日）

➢ 症状出現の2日前から発症後、約5
～10日まで感染性がある

➢発熱・鼻汁・咽頭痛・咳嗽

➢下痢や嘔吐などの消化器症状

➢嗅覚・味覚異常

➢一般的に1週以内に症状改善

➢罹患後症状が、診断3か月以上
持続することも多い

潜伏期間
1～7日
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0日 5～10日 通常3ヶ月以内

感染性のある期間
発症2日前から発症後5～10日

発熱・倦怠感・頭痛

咽頭痛・鼻閉・咳嗽

（重症化リスクのある一部の患者）
肺炎・ARDS・臓器不全
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法的取り扱い
（感染症法、学校保健安全法など）
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どのようにしてうつるのか？

環境表面への沈着

※飛沫の大きさや飛距離は目安。湿度、温度、空気の流れによってこれらの値は変化します。
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感染しないためには

食中毒予防のための正しい手洗いについて／大阪府（おおさかふ）ホームページ [Osaka Prefectural Government]

正しい手洗いのポイント｜
コープこうべ 商品検査センター

約100
万個＊

約
1万個

約
100個

約
10個

約数個
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手袋は万能ではない

ピンホールで汚染 手袋の脱ぎ方で汚染
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ワクチンの種類

2歳から19歳未満の人が接種可
（インフルエンザワクチン）

✓筋肉注射
✓皮下注射
✓経鼻（フルミスト）

ウイルス感染の仕組みを解明し、ワクチン開発などへの応用を目指す | 近畿大学生物理工学部 Labo引用
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介護施設等における新型コロナ感染対策１（感染対策情報）｜
全国老施協 | 公益社団法人 全国老人福祉施設協議会
20220526coronaflosougou.pdf
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（第３版）介護現場における感染対策の手引き 13



①施設へのウイルスの侵入を防ぐ

②施設内にいるかもしれない
無症候性感染者からの感染を
拡大させない

施設職員の目標
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ウイルスの侵入ルートと対策

職員 家族

業者 外出・外泊からの
入居者

 出勤時のチェック項目
■体調、体温、同居家族の体調

 欠勤すべき条件
■発熱、咳、味覚・嗅覚異常 等

 施設利用者(送迎)のルール
■体調、体温、同居家族の体調

面会のルール
■体温測定、体調確認
■マスク着用
■手指衛生
■年齢制限

マニュアルの作成
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施設内で感染者からの感染を拡大させない

無症状で感染性を有する人もいる
侵入してきたウイルスを施設内で拡げないことが重要

考え方

 入居者・施設利用者
■マスクで予防
■本人の訴えに耳を傾ける

 職員
■手指衛生
■職員研修の実施
■情報共有（報・連・相）
■施設内の衛生管理
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感染兆候を感じたら

2 3

4 5 6

個室管理・対応職員の固定 換気を確認 環境清掃

具体的な状況把握 情報の共有 防護具の適正使用

１

社会福祉施設等における感染症集団発生時の報告
｜大阪府八尾市公式ホームページより引用
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感染症発生時のフロー

キーワード

連携・協力
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まとめ

 職員が報・連・相しやすい環境づくり

 感染対策への意識

 日頃の健康観察

 早期発見・迅速な対応
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日本感染症学会
新型インフルエンザ 診療ガイドライン（第1版）

介護施設等における新型コロナ感染対策１（感染対策情報）｜全国老施協 | 
公益社団法人 全国老人福祉施設協議会20220526coronaflosougou.pdf

インフルエンザ｜国立健康危機管理研究機構 感染症情報提供サイト

インフルエンザ｜大阪府感染症情報センター

（第３版）介護現場における感染対策の手引き

参考資料
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